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１．まえがき 
教育職員免許状，いわゆる教員免許の取得に関する「教育職員免許法」が昭和 24 年に
施行されて以来，幾度となく追加・改正がおこなわれてきたが，平成 10 年の大きな改正
では，教職に関する必要単位数が増えるなか，1 種免許取得のための教科に関する科目の
必要単位数が 40 単位から 20 単位に半減された。 
また，福井大学教育学部においては，中学技術の 1 種免許を取得して卒業するためには，
かつて 40 単位が必要であったが，教育地域科学部への改組の折には，28 単位へと 3 割も
減少した。 
一方，福井大学の技術科の教員スタッフの状況は，平成 5 年前後には専任教員数が 8
名であったが，学部改組のたびに減じられ，現在では，文部科学省への授業担当専任教員
の届け出人数が 4 名となっている。また，経費節減のあおりで非常勤講師も雇えず，開講
できる教科専門科目数も自然と減ってきている。 
このような状況のもとで中学技術の教員免許取得を志す学生の専門力を高めるための
試みは，不断におこなわれているが，特に平成 26 年度に教育学研究科の授業と修士課程
の研究の一環としておこなわれた「でんきの教科書」の制作で第一著者の監修のもとで第
二著者を中心にまとめられた教科書は，電気分野での最低限の知識の修得と電気関係の
「偉人の伝記」を掲載するという新しい試みで意義深いと考えられる[1][2]。 
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本論文では，福井大学の技術科における「電気分野」の学生への指導に関して，技術免
許取得希望者の推移を踏まえて，平成に入ってからの学部の履修の手引きに掲載されてい
る科目と実際に開講されている科目を概観する。その際，著者らが制作した「でんきの教
科書」と授業での利用状況と受講者の様子，理解度合いも含めて，その内容の総括と今後
の利用や改定の可能性を探る。 
さらに，ここ数年で，第一著者は情報技術に加えて，電気分野の授業担当にもなったこ
とによる電気と情報分野のかかわりを踏まえた授業内容にも触れる。いずれにしても，受
講学生に電気や情報分野の指導力を身につけさせるための教育環境や学部の授業での指
導の方策などについて，検討し，考察したい。 
 
２．最近の技術科の授業科目などの状況 
本章では，平成に入ってからの福井大学の技術科を取り巻く状況と履修の手引きに掲載
されている授業科目，実際に開講できている科目，およびその工夫点について述べる。 
２．１  免許取得希望者数の推移 
平成 20 年度から平成 28 年度までの入学者で，教育地域科学部学校教育課程生活科学
教育コース技術科教育サブコース学生，もしくは，教育学部学校教育課程中等教育コース
で技術科教員を助言教員とするものを「技術科」としてその人数とその他のコース/サブ
コース/教科の人数を「その他」として年度ごとにまとめたものを表１に示す。ここ数年
は，3-4 名で推移している。 
 
 
 
 
 
 
平成 25 年度以降は，在学生なので，技術の免許を取得できるかどうかは未確定である。
また，平成 26 年度の「その他」の 1 名は，現段階では取得を断念しているが，復帰の可
能性も期待して，技術免許希望者の数に入れている。 
２．２  電気分野の科目の状況 
２．２．１  履修の手引き上で用意されている科目 
(1) 旧教育学部の履修手引の状況 
旧教育学部時代の平成元年版「専門教育履修手引」の「B9 技術科 教科科目・教科教
育法」の甲表の科目「電気」には，表２に示すような「小科目」が掲載されている。 
表１  最近の技術免許取得希望者数の推移 
入学年度 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
技術科 2 2 2 4 2 2 3 2 2
その他 0 0 0 1 3 0 1 2 1
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旧教育学部専門教育履修手引では，必修科目に「○」，選択必修科目に「◎」と付して
いた。従って，電気分野では，表２によれば，必修 5 単位，選択必修 2 単位，選択 4 単位
の合計 11 単位 7 科目の受講が可能になっていた。 
なお，科目「機械」においても，「電気」を「機械」に置き換えた同様な科目構成とな
っており，担当者が複数所属していた栽培分野においては，講義が 5 科目，実習が 2 科目，
実験が 1 科目の合計 13 単位が用意されていた。 
ちなみに，科目「情報基礎」が加わったのは，平成 2 年度の履修手引からであり，それ
までは，「共通科目」として，「計算機科学」の 2 単位分のみが「情報とコンピュータ」に
関わる科目であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 教育地域科学部の履修手引の状況 
平成 11 年度に教育学部は教育地域科学部(学校教育課程・地域文化課程・地域社会課程)
に改組されており，それに伴って，履修手引も一部が改定された。電気分野の授業科目の
状況を表３に示す。講義科目が 3 科目 6 単位，実験科目が 2 科目 2 単位とそれぞれ 1 科
目ずつ少なくなったが，8 単位分の授業が開講可能であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表２の「電気工学Ⅰ」「電気工学Ⅱ」「電気工学Ⅲ」「電気工学実験Ⅰ」「電気工学実験Ⅱ」
表２  平成元年の専門教育履修手引の科目「電気」の小科目一覧 
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
○電気工学Ⅰ 2 2
○電気工学Ⅱ 2 2
◎電気工学Ⅲ 2 2 奇数年開講
   電気工学Ⅳ 2 2
○電気工学実験Ⅰ 1 3
   電気工学実験Ⅱ 1 3 奇数年開講
   電気工学実験Ⅲ 1 3
備考小科目 単位
電気
科目 1年次 2年次 3年次 4年次
毎週時間数
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
◎電気工学基礎 2 2
○電子工学基礎 2 2
  電気・電子計測 2 2
◎電気工学基礎実験 1 3
○電子工学基礎実験 1 3
備考1年次 2年次 3年次 4年次
電気
科目 小科目 単位
毎週時間数
表３  平成 11 年の専門教育履修手引の科目「電気」の小科目一覧 
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が，表３では，それぞれ「電気工学基礎」「電子工学基礎」「電気・電子計測」「電気工学
基礎実験」「電子工学基礎実験」に名称を変更しているが，単位数や開講時期に変更はな
く，内容も大幅な変更はない。 
ただ，電気専門の専任教員が停年退職されたのちの 10 年近くは，必修科目以外の科目
の受講希望者がいないため，開講されていない。 
なお，この平成 11 年度より，1 種教員免許状取得のための教科専門科目の履修最低単
位数が 40 単位から 20 単位に半減したことが反映された履修手引となっている。 
 (3) 新教育学部の履修手引の状況 
平成 28 年度に教育地域科学部が教育学部(学校教育課程)に改組され，それに伴って，
履修手引も大幅に改定された。表４に平成 28 年度教育学部専門教育履修手引の科目「電
気」の小科目名と単位数，開講時期などを示す。 
 
 
 
 
 
 
 
表４では，必修科目には「◎」，選択必修科目には「○」がつけられている。表４には
表れていないが，完全な「選択」の科目は，技術全体でも，「技術科共通」科目の中に「技
術科総合研究」と「職業指導」の 2 科目だけになった。ただ，「職業指導」は，「高校工業」
の免許科目なので，実質選択科目は 1 科目だけであるが，この「技術科総合研究」は，3
年次生対象の科目であり，次年度の卒業研究の準備にあたる通年の授業なので，必修同様
の科目となっている。 
２．２．２  電気分野科目の開講・受講状況 
旧教育学部時代の中学技術の教員免許状取得希望者は表２にある科目のうち，少なくと
も必修科目と選択必修科目の 4 科目 7 単位を履修・単位取得していたようである。また，
卒業研究を電気分野でおこないたい学生は，さらに選択科目の履修を進めていた。 
教育地域科学部時代は，表３にある科目のうち，「電気・電子計測」は学生が 3 年次前
期に受講可能なはずであるが，非常勤講師に依存していたため，担当講師が担当できなく
なったのち，10 年以上にわたって開講されていない。また，2 科目の選択科目も，電気分
野を非常勤講師に依存し始めた 7 年前より，非常勤講師手当て削減のあおりで開講できな
くなった。 
なお，平成 26 年度より，表４の「電気工学基礎」の講義を第一著者が担当し，「電気工
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
◎電気工学基礎 2 2
○電子工学基礎 2 2
◎電気工学基礎実験 1 3
電気
科目 小科目 単位
毎週時間数
備考1年次 2年次 3年次 4年次
表４  平成 28 年の専門教育履修手引の科目「電気」の小科目一覧 
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学基礎実験」は，技術の担当教員と第一著者とが合同で学生の指導をおこなっている。ま
た，平成 28 年度の前期には，3 年次生対象に「電子工学基礎」を開講して，前年度後期
開講の「電気工学基礎実験」で扱う予定の半導体分野の講義と実験をおこなっており，前
年度授業の「補習」のような位置づけとなった。 
 
３．「でんきの教科書」を利用した授業について 
平成 26 年度に第二著者が中心となって制作した紙媒体の「でんきの教科書」を使って
第一著者は昨年度より授業を進めている。また，必要に応じて，第三著者の作成した電子
教材を利用して説明を補足している。本章では，紙媒体と電子媒体の教材を用いた授業を
紹介し，その効果について考察する。 
なお，紙媒体と電子媒体の電気分野の教材の制作の試みに関しては，それぞれ文献[2][3]
に述べられている。 
３．１  「でんきの教科書」について 
平成 26 年度の時点で技術科教員数が必置要員を超えないことと電気分野のみならずす
べての分野で科目数の削減がおこなわれることが予想されていたために，そのような状況
下であっても，学生指導に支障が生じないように必要最小限の内容を「でんきの教科書」
に盛り込んでいる。製本された「でんきの教科書」の外観を図１に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図１  「でんきの教科書」の外観 
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(1) 「偉人の伝記」部分について 
伝記部分では，36 ページにわたって，電気・電子関係の「偉人」と考えらえている人
物に関して，逸話をまとめている。取り上がられている名列を図２に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
雷の鳴る中での凧揚げの逸話のフランクリン(図３参照)と発明王と評されるエジソンに
は，それぞれ 6 ページ割いており，それ以外は，4 ページにまとめている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
01  ベンジャミン・フランクリン 
02  ジェームズ・ワット 
03  アレッサンドロ・ボルタ 
04  ゲオルク・ジーモン・オーム 
05  マイケル・ファラデー 
06  ジェームズ・プレスコット・ジュール 
07  グスタフ・ローベルト・キルヒホッフ 
08  トーマス・アルバ・エジソン 
図３  「でんきの教科書」のフランクリンの説明の 2 ページ分 
図２  「でんきの教科書」で偉人として取り上げられている人たち 
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(2) 「電気・電子の基礎」部分について 
電気・電子の基礎の部分は，図４の項目を 27 ページにわたって解説している。電気回
路に関わる内容であるが，最終章の「その他」に半導体の基本的な語句を紹介している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
見えない「電気」のイメージを図で説明することと難解な数式を使わないことが「でん
きの教科書」の特徴である。節点への電流の流入と流出を矢印で示すオーソドックスなも
のであるが，一例としてキルヒホッフの法則の第 1 法則を説明のページを図５に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 章  電気の流れ 
2 章  基本電気回路 
3 章  抵抗 
4 章  電池の接続 
5 章  キルヒホッフの法則 
6 章  ブリッジ回路 
7 章  ジュールの法則 
8 章  交流回路の基礎 
9 章  複素数 
10 章  R，L，C の組み合わせ回路 
11 章  その他 
図５  「でんきの教科書」のキルヒホッフの法則の説明のページの一部 
図４  「でんきの教科書」で取り上げられている項目 
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３．２  電気分野の授業について 
３．２．１ 「電気工学基礎」について 
(1) 授業の概要 
中学技術免許取得のためには必修で，学生にとっては，2 年次前期に受講する「電気工
学基礎」は，第一著者が講義を担当している。本科目の今年度のシラバスの授業内容の項
目を図６に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 授業の内容と「でんきの教科書」との関連 
図４の項目と図６の項目を比べると「電気工学基礎」の授業の第 1 回から第 12 回まで
の項目をほぼ「でんきの教科書」が網羅しているように見える。第 5 回の「電磁気」は「伝
記」の「ファラデー」の箇所で図を用いて，簡単な説明を加えている。 
ところで，10 章の「R，L，C の組み合わせ回路」での記述に関しては，RL 回路では，
誘導性リアクタンスの説明であり，RC 回路でも，容量性リアクタンスの説明までにとど
まっている。従って，授業においては，「R，L，C の組み合わせ回路」に対して，電圧の
周波数を変化させた場合の回路の挙動の特徴を扱うことになる「共振回路」「フィルタ回
路」には言及していないため，実際には，補助的な教材を利用している[4]-[7]。 
第 1 回:概要説明，電気の用語と電気回路の基本，オームの法則 
第 2 回:キルヒホッフの法則，ジュールの法則，その他の法則 
第 3 回:ブリッジ回路などやや高度な回路 
第 4 回:回路に関する簡単な演習 
第 5 回:電磁気の基礎 
第 6 回:複素記号法 
第 7 回:複素記号法の簡単な演習 
第 8 回:交流回路を構成する基本素子 
第 9 回:RLC 回路・共振回路 
第 10 回:RLC 回路・共振回路の簡単な演習 
第 11 回:RC 回路・フィルタ回路 
第 12 回:RC 回路・フィルタ回路の簡単な演習 
第 13 回:半導体(ダイオードとトランジスタ)の概要 
第 14 回:電子回路の導入 
第 15 回:まとめと時間内最終課題 
※受講者の前提知識や能力により，内容が前後したり，変更になったりする 
図６  「電気工学基礎」のシラバスの各回の授業内容 
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文献[4]は，「まえがき」の最初の部分に「本書は，専門学校工業専門課程の電子(弱電)・
電気(強電)系学科の学生及び短期大学の電子・電気系学生高等専門学校高学年，4 年制大
学教養課程の学生を対象に執筆したものである」と書かれている電気回路の入門書であり，
第一著者がかつて兼任講師を務めていた京都科学技術専門学校電子工学科の担当講義科
目「電気回路」のテキストである。 
３．２．２ 「電気工学基礎実験」 
(1) 授業の概要 
中学技術免許取得のためには必修で，2 年次の学生が後期に受講する「電気工学基礎実
験」は，技術科教員と第一著者が担当している。本科目の今年度のシラバスの授業内容の
項目を図７に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 授業の内容と「でんきの教科書」との関連 
第 4 回から第 6 回，および，第 8 回，第 9 回の実験項目が「でんきの教科書」で扱っ
ている内容を含む項目であり，受講生には，「電気工学基礎」で扱った内容の中から重要
な点について実験を通して，知識の確認と実習機材の取り扱いを学ぶものであることを伝
えており，同授業でのテキストや配付資料は，いつでも参照できるように準備しておくこ
第 1 回:授業概要，実験に関わる諸注意とデータのまとめ方の留意点説明 
第 2 回:テスターの製作(1) テスターの仕組みと素子の確認 
第 3 回:テスターの製作(2) テスター回路のはんだ付け 
第 4 回:抵抗測定(1) 炭素被膜抵抗のカラーコードの読み方と回路測定 
第 5 回:抵抗測定(2) やや複雑な回路の測定 
第 6 回:ブリッジ回路 
第 7 回:オシロスコープの利用 
第 8 回:フィルタ回路(RC 直列回路での抵抗の電圧測定) 
第 9 回:フィルタ回路(RC 直列回路でのコンデンサの電圧測定) 
第 10 回:データ整理，グラフ描画 
第 11 回:基本的な増幅回路 
第 12 回:負帰還増幅回路 
第 13 回:整流回路 
第 14 回:平滑回路 
第 15 回:データ整理，まとめと振り返り 
※受講者の前提知識や能力により，内容が前後したり，変更になったりする 
図７  「電気工学基礎実験」のシラバスの各回の授業内容 
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とを指示している。 
昨年度後期の授業では，実際に「でんきの教科書」や配付資料で実験の理論に関する基
本的知識を確認しながら実験を進める様子もうかがわれた。 
授業の進捗状況に触れると，一昨年度には，図７の項目をすべて終了することができた
が，昨年度には，第 11 回以降には，たどり着かなかった。これは，図７の授業内容の最
終行に「受講者の前提知識や能力により，内容が前後したり，変更になったりする」と記
述していることより，授業としては「シラバス違反」にはあたらないが，受講学生に電気
分野の実験の力をつけるという目標は達成できない。そこで，２．２．２の最後の部分に
書いているように今年度の前期には「電子工学基礎」を開講して，知識と実験能力を補う
こととなった。 
なお，本実験で用いている「実験手順書」は，３．２．１(2)の最後のほうで述べてい
る京都科学技術専門学校電子工学科の「電子工学実習Ⅰ」「電子工学実習Ⅱ」で利用して
いた「実習指導書」の一部を用いている。 
本実習指導書は，第一著者が，同校で講義と実習で指導してきた集大成として当時の電
子工学科主任教員の指導のもとで，第一著者の監修で当時の助手の教員により，手書きの
指導書をワードプロセッサ利用により完成させた力作である。「実習指導書」の外観を図
８に示し，その目次のページをスキャナで取り込んだものを図９に示す[8]。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図７  「電気工学基礎実験」の「実験手順書」の元となった「実習指導書」 
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目次を含む指導書の本文は，ジャストシステム社製「一太郎」を用いて，ドットインパ
クト方式のプリンタで出力したものをカメラレディ原稿として印刷・製本された。目次の
内容を入力しなおして示してもよいが，ここでは，25 年以上前の印字の様子を伝えるた
めにも，あえてスキャナで取り込んだものを示している。印字のかすれが当時のドットイ
ンパクト方式プリンタらしく，懐かしく感じる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図９  「実習指導書」の目次
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本授業「電気工学基礎実験」では，図９の「実習指導書」の「１．この実習指導書の基
本指針」「２．電子工学実習履修時の基本的注意事項」，および，実習手順が記述されてい
る「3-2  第 2 課題  テスターによる抵抗測定」「3-3  第 4 課題  直流回路測定」「3-8  第
9 課題  交流回路測定Ⅱ」「4-1  第 1 課題  オシロスコープ測定」「4-6  第 6 課題  トラ
ンジスタの動特性Ⅰ」を資料として受講生に配付している。ただ，炭素皮膜抵抗器などの
実験で使用する抵抗値やフィルムコンデンサなどの電気容量などは，入手可能な素子に置
き換えており，その都度，実験回路での理論値を算出の上，実験手順書の加筆・修正を受
講学生に指示している。 
ダイオード関連の「整流回路」「平滑化回路」に関する実験手順書は，まったくのオリ
ジナルであり，今後，実験の授業を通して，修正が必要であれば，適宜改定する予定であ
る。 
 
４．「でんきの教科書」を使用した状況と効果について 
４．１  受講者と「でんきの教科書」の利用の状況 
「でんきの教科書」をテキスト，もしくは資料として利用した「電気工学基礎」の授業
は，平成 26 年度から平成 28 年度までの 3 年である。平成 26 年度には，執筆途上のコピ
ーを受講者に渡して一部の授業をおこなった。印刷・製本したものを配付したのは，平成
27 年度以降である。平成 26 年度の授業受講者は，表 1の平成 24 年度入学者の「その他」
の 3 名と平成 25 年度入学の「技術科の」2 名の合計 5 名であり，平成 27 年度には，平成
26 年度入学の「技術科」の 3 名である。今年度は，平成 27 年度入学で技術免許希望者の
4 名が受講している。 
４．２  受講者の授業内容の理解の状況 
第一著者が「電気工学基礎」を担当し始めた平成 26 年度以降は，図６のシラバスにも
あるように最終回に時間内の最終課題を受講者に課して，授業の振り返りをさせたり，理
解の状況を確認したりしている。ただ，昨年度までは，授業の内容の理解状況を判断する
ことよりは，その時間内に受講生が知識の整理と定着を図ることを重視していたため，最
終課題では，記述式・論述式の回答方法をとっており，また，授業内で利用したテキスト，
配付資料の参照が許されたため，回答のでき具合は，おおむね高く評価されている。 
今年度は，最終回の授業の時間内に学生には資料やテキストを参照しないで回答を作成
させ，テキストや資料をみながら自己採点させた。その後，テキストや資料を調べて，自
己で回答を改めて模範解答を作成させた。知識の確認と定着を図る方法をとったため，実
力のみで回答する課題の自己採点の結果は，4 名の受講生のうち，得点率にして，約 60%
と約 50%が各 1 名であり，残りの 2 名は約 30%という惨状であった。 
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「でんきの教科書」からの出題は，100 点満点のうち 58 点分であり，受講生の得点率
は，それぞれ，75.9%，58.6%，37.9%，27.6%であり，平均すると 29 点であり，50%の
得点率であった。 
75%の受講生が，最終課題全体のでき具合に比べて，「でんきの教科書」の中からの出
題に対する正解率が高いことから，「でんきの教科書」を利用した授業の効果があったと
結論付けることは安易かもしれないが，何らかの効果があったことが推察される。今後も，
理解度合いを測るような最終課題を通して，効果を検証していきたい。 
４．３  今後の授業での指導方策 
紙媒体の「でんきの教科書」に加えて，電気分野の電子教材も第三著者を中心に作成し
てきており，その教材を今後も授業の中でも利用していく予定である。一例として，「電
磁誘導」に関する電子教材の画面の様子を図 10に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 10(a)は，磁石による磁力線の様子の説明であり，図 10(b)は，磁界の強弱により電流
が流れている導線に力が加わる様子の説明部分である。本電子教材は，Flash アプリケー
ションとして作成されており，図 10 の右上部分に「でんきの教科書(p.21)電磁誘導」と
記して，「でんきの教科書」との連携を強めている。 
電子教材は，「電磁誘導」以外に「でんきの教科書」の 57 ページに説明のある「ジュー
ルの法則」，41 ページに説明のある「電位と電圧」，42 ページの「接頭辞」に関するもの
が試作されている。 
 
図 10  電磁誘導に関する電子教材の様子
(b) 磁力線の説明の様子 (a) 導線に力が加わる説明の様子 
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５．電気分野と情報分野の授業について 
平成 26 年度から，第一著者が電気分野の担当となったことにより，結果として，取り
扱う内容が比較的近い「電気分野」と「情報技術分野」を第一著者がおもに担うこととな
った。担当科目の増加による負担増による苦役となることは言うまでもないが，電気・電
子・情報・通信分野といった進歩・発展の歴史的にも近い分野を扱えることで，「電気」
や「情報技術」といった小科目の殻に閉じこもらない内容の設定が可能となった。 
本章では，この 2 年半の第一著者の工夫と苦悩を述べる。 
５．１ 「電気」と「情報技術」での授業連携 
電気関係の科目が豊富に開講可能であった頃には，たとえば，「ゲート回路」「論理回路」
に関する内容は，「電気工学Ⅱ」や「電子工学基礎」で扱うこととなっており，講義の際
に取り上げられていたと聞く。２．２．２に述べているように，「電子工学基礎」の開講
が永らく見送られた中では，AND や OR といった論理演算・論理素子に関する学生への
指導も十分とはいえない。そこで，小科目「情報技術」の中の「計算機利用応用演習」に
おいて，「ゲート回路」「論理回路」に関する演習を充実させて，学生の能力向上に努めた。 
論理回路に関しては，その基本的動作が，コンピュータの動作原理につながることを受
講生にも明快に指導して，平成 27 年度以降は，新たな「ゲート回路実験実習セット」の
導入により，AND，OR，NOT，NAND，NOR，EX-OR の単体の動作確認に加えて，各
種フリップフロップ，半加算器，全加算器などのコンピュータ動作の理解を促す内容にま
で言及した。 
５．２ 「電気分野」の授業の充実について 
２．２．２で述べているように今年度の「電子工学基礎」は，前年度の「電気工学基礎
実験」の補講的になってしまったという反省があるが，中学技術免許を目指す学生の電
気・電子に関わる知識を広め，能力を高める余地は，本科目で担うしかないことが明白で
ある。今年度は，授業内容を吸収するバッファ的な扱いとなった「電子工学基礎」を恒常
的に開講して，電子工学を含む学生の電気分野の能力向上に努めることが責務かと感じて
いる。 
また，履修手引き改定の際には，電気と情報技術をまとめて，「電気・情報」といった
「小科目」を設定できるようであれば，より柔軟な指導が可能ではないかとも思っている。
これは，学部教育だけでなく，大学院のカリキュラムにも適用できないかと考えている。 
 
６．むすび 
本論文では，福井大学の技術科における「電気分野」の学生への指導に関して，技術免
許取得希望者の推移を踏まえて，平成に入ってからの学部の履修の手引きに掲載されてい
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る科目と実際に開講されている科目を概観した。その際，著者らが制作した「でんきの教
科書」と授業での利用状況と受講者の様子，理解度合いも含めて，その内容の総括と今後
の利用や改定の可能性を探った。 
さらに，ここ数年で，第一著者は情報技術に加えて，電気分野の授業担当にもなったこ
とによる電気と情報分野のかかわりを踏まえた授業内容にも触れた。 
電気や情報技術にかかわる電子教材となるであろう「Windows アプリケーション」を
多数試作・運用してきているので[9]-[12]，それぞれを授業に活かしていけないかを検討
しつつ，いずれにしても，学生の資質を高め，能力を伸ばすのかが今後の課題となる。 
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